
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・学習コンテスト（国数
英）年間各２回実施
・数学単元別検定の実施

・各コンテスト目標
達成者：８０％
・各検定合格者：６
０％

B A B

・数値目標は達成できている。

C A

検定合格者は回を追うごとに増
加している。

Ｂ

引き続き学力向上に力を入れて
ほしい。

学習コンテストに再テス
トを導入し、基礎基本の
定着を推進する。

・ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾄﾛｰﾙﾁｬﾚﾝｼﾞ週間
を年間２回実施

・メディア使用時間
－３０％
家庭学習時間＋１時
間

C A C

・数値目標を達成できていな
い。
・朝礼等で呼びかけを継続す
る。

C A

生徒の意識の変容が見られる。
メディ使用時間が減少した生徒
の割合が増加した。 Ｂ

メディア利用時間をもっと減少
させたい。

チャレンジ週間の継続と
生徒主体の取組を導入
し、改善を図る。

・探究的な学習の課題を学
期に１回設定

・探究的な学習の成
果物を学期に１つ作
成 C B C

・指導計画から、成果物は作成
できない学年もあった。

C Ｂ

生徒が課題を設定し、探究活動
を行った。成果物の完成度を高
める課題がある。 Ｂ

生徒の発表する機会や見る機会
を設けてほしい。

学年発表や全体発表の場
を設け、生徒の意欲を喚
起する。

・体育授業時の毎時間補強
運動の実施
・運動部活動における補強
運動の実施

・体力テスト結果で
都平均以上４種目

B B B

・事前指導は充実した。
・体力テスト結果はまだ公表さ
れていない。 B Ｂ

持久走を体育の補強運動に導入
し、体力向上を図った。

Ｂ

楽しく運動する機会をさらに増
やしてほしい。

昼休みの外遊びを奨励
し、運動機会の提供を推
進する。

・昼休みの活動時間及び活
動場所の確保
・家庭での活動方法の提示

・余暇場面での運動
量の増加・生徒アン
ケート肯定的評価８
０%以上

B B B

・生徒アンケートは数値目標を
達成した。

B Ｂ

アンケート結果は良かったが、
家庭での運動場面は紹介できな
かった。 Ｂ

家庭で体を動かす機会がなく、
声かけも難しい。

体育の時間、昼休み、部
活動、家庭と連動した運
動機会を設定していく。

・毎週１時間の実施
・情報収集、共有、発信の
徹底

・校内評価において
肯定的評価９０%以
上 B B B

・毎週の実施はできたが、情報
の共有や利活用については十分
とは言えなかった。 C Ｂ

校内委員会からの発信により、
共有理解共通実践が行われるよ
うになった。 Ｃ

取組の実態がよくわからない。 特別支援養育への理解啓
発を推進していく。

・校内研修会の実施
・授業観察等における指導
助言

・校内評価において
肯定的評価９０%以
上 B B A

・講師を招き、研修会を行い、
教員の理解が深まった。

B Ｂ

校内研修会を踏まえ、共通実践
が定着しつつある。

Ｂ

落ち着いた雰囲気で授業が行え
ているのが良い。

授業のユニバーサルデザ
インの推進のため、共通
実践事項をより明確にし
取組を充実する。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

・学習過程や学習成果を知る機
会を設けてほしい。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)
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学校教育目標
○ 探求心をもち学ぶ生徒
○ 礼儀正しく豊かな心をもつ生徒
○ 健やかな体をもつ生徒

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

「互いに認め合い、高めあえる学校」「保護者や地域から信頼される学校」
①自分から進んで学び、対話を通して深く考え、行動することができる生徒　②自他の命を大切にし、仲間を思いやり、人と上
手に接することができる生徒　③「篠二中」や地域を愛し、広い視野をもち、仲間や社会の役に立つことができる生徒
①生徒の気持ちや考えを理解し、対話を大切にしながら、生徒と接することができる教職員　②生徒が自己実現のための意欲と
行動力を身に付けるため、生徒の学びを支援できる教職員　③保護者の願いや社会の期待を自覚し、未来を生きる生徒を育成す
ることができる教職員　④未来を生きる生徒とともに自己啓発と自己変革に意欲的に取り組むことができる教職員

前年度までの本校の
現状

○　感染症対策で停滞していた教育活動に、生徒の自主性・主体性を取り入れ、改革・充実を推
進した。
○　保護者や地域に教育活動を公開するとともに、連携協力を深め、地域の学校としての機能を
発展できた。

○　教育活動のさらなる充実に向けて、前例にとらわれることなく、同僚性と協働性を発揮できる教職員集団を構築するこ
と
○　生徒一人一人の自己有用感を高め、学力向上・体力向上を推進すること

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

・運動を行う場面をもっと作っ
てほしい。

・家庭での運動をどのようにす
るか提示してほしい。

〇基礎学力の充実

○家庭学習の充実

〇個に応じた体力向上
のための取り組みの実
施・充実

○昼休み・家庭での運
動の奨励

学
力
の
向
上

・生徒一人一人の学力向上を推
進してほしい。

・メディア使用時間、家庭学習
時間共に家庭で指導していきた
いが、学校での指導もお願いし
たい。

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

○校内特別支援教育推
進委員会の充実

・どのようなことがなされてい
るのかが不明である。

○授業におけるユニ
バーサルデザインの徹
底

・生徒の個性や特性に応じた指
導を一生充実してほしい。



・人権教室、人権作文の実
施
・ボランティア活動の奨励

・人権作文：提出率
１００％
・延べ２００名の参
加

B B B

・人権作文提出率は８２％で
あった。
・ボランティアの参加は2学期
を中心に実施する。

B Ｃ

協力できる活動には生徒の参加
が見られたが、目標値には達し
なかった。 Ｃ

ボランティアへの参加をもっと
進めてほしい。

自ら進んでボランティア
に参加する生徒を増やす
ため、教員の意識改革も
行う。

・週５日間の開室
・支援員と担任等との連携
強化

・利用生徒の教室復
帰率５０％

C B C

・利用者は登校日が増え、別室
の効果は高いものがある。
・教室で過ごす時間が増加して
いる生徒もいる。

B Ｂ

教室と併用する生徒が増加し
た。教室の周知が進んだ。

Ｂ

登校できる場所があることは大
変ありがたい。

次年度エンカレッジサ
ポーター事業としてより
活性化を推進する。

・ホームページの更新：週
４回以上
・学校だより：月１回発行

・保護者アンケート
における肯定的評
価：９０%以上 A A A

・充実した広報活動が行えた。

A A

ほぼ毎日更新できた。

Ｂ

学校の様子がよくわかる。
掲載される学年に偏りがある。

学年担当を明確にし、教
育活動全般の広報活動を
行う。

・生徒アンケート、保護者
アンケートの実施（年２
回）

・全質問について肯
定的評価８０%以上

B A B

・数値目標はおおむね達成でき
たが、回答率を高めることが課
題である。 A Ｂ

回答数が増加していかない。

Ｂ

回答するための情報がない質問
項目がある。

質問内容や回答方法の改
善を図る。

・月１回の定時退勤日の設
定
・年次有給休暇１５日以上
取得

・全教職員の月残業
時間55時間以下
・１５日以上取得７
０%以上

B B B

・月残業時間が55時間を超える
教職員の減少に努めたい。

B Ｂ

働き方が二極化している。

Ｂ

遅くまで対応していただけてい
るが、働き方の改善も必要と思
う。

校務の効率化、共同化を
推進し、休暇の取りやす
い職場を構築する。

・年間１２回の校内研修会
の実施

・教育課題研修２回
・校内授業研究２回
・服務事故防止研修
３回+適宜
・その他５回

A A A

・数値目標を着実に達成してい
る。

B A

研究授業での積極的な意見交換
が見られた。

Ｂ

授業力に差がある。もっと指導
力を高めてほしい。

実態に応じた研修を設定
し、教師として身につけ
るべき資質能力を着実に
養成していく。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・地域行事やＰＴＡ行事に生徒
をより多く参加させてほしい。

・別室の存在は生徒にとってと
ても重要である。今後も設置を
続けてほしい。

〇豊かな心の育成

〇ステップルーム（不
登校別室）の充実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

〇働き方改革の推進 ・遅くまで対応してくださるこ
ともあり、感謝している。

〇教員研修の実施 ・研修等により、教育活動や指
導力の充実を推進してほしい。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

〇学校ホームページ等
の充実

・学校だよりや学年だよりで学
校の様子を知ることができ、あ
りがたい。

〇学校関係者等評価の
充実

・評価できる取組とさらに改善
を求めたい取組がある。よろし
くお願いしたい。


